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使用済自動車のリサイクルにおける二次資源の高度化

プラスチック資源循環システム確立に向けた
現在の取組と今後の展望
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地球環境に対する “想い” が一致、 (株)タケエイとリバーホールディングス(株)が、2021年10月1日に経営統合

1

建設廃棄物処理トップ 金属リサイクラー

100%子会社100%子会社

東証PRM： 9247 

2021年10月 “静脈メジャー”を目指す新会社TRE HDを設立

企業理念 地球の環境保全に貢献する。

設　　立 2021年10月1日

本　　社 東京都千代田区

代表取締役 代表取締役会長　松岡直人　／　代表取締役社長　阿部光男

資 本 金 100億円

従 業 員 連結： 2,201名

グループ事業内容
廃棄物処理・再資源化事業、資源リサイクル事業、再生可能エネルギー事業、

環境エンジニアリング事業、環境コンサルティング事業

子会社等 子会社：32社　持分法適用関連会社：6社

グループ拠点数 64拠点　　首都圏及び東北、北陸、甲信、関西他  ／ 海外(タイ)1拠点

グループ主要顧客 大手建設会社、ハウスメーカー、大手製鉄会社、商社等

2023年9月末時点
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事業内容

（ 1）廃棄物処理・再資源化事業

（ 4）その他の環境事業

（ 2）資源リサイクル事業

（ 3）再生可能エネルギー事業

産業廃棄物の収集運搬、中間処理、再資源化、最終処分 金属、廃家電、使用済自動車のリサイクル

バイオマス発電所の運営、売電、燃料調達、付帯事業 環境エンジニアリング事業、環境コンサルティング事業
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TREグループのリサイクル機能

環境エンジニアリング、環境コンサルティング機能

150馬力

廃棄物処理・リサイクルに必要な機能・設備を取り揃えている

収集運搬
小型～大型
特殊各種車両

機械破砕
一次選別

各種破砕機あり
150~3,500HP

（市原事業所）

（東松山事業所）

二次選別
各種比重（風力、浮
沈）、光学選別

那須事業所

鉄リサイクル

非鉄リサイクル

プラスチックリサイクル

減容固化、燃料化

埋立

一次解体
手解体

自動車解体（川島・柏事業所）

PC解体ライン（熊谷事業所）
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タケエイグループの事業展開

連結子会社 27社
持分法適用関連会社 ４社

㈱門前クリーンパーク ※管理型
（石川県輪島市） ※建設中

富士車輌㈱（滋賀県守山市）

㈱タケエイメタル（静岡県静岡市）

㈱タケエイグリーンリサイクル
（山梨県富士吉田市）

㈱北陸環境サービス ※管理型
（石川県金沢市）

㈱グリーンアローズホールディングス(港区)

㈱グリーンアローズ九州（福岡県糟屋郡）

環境保全㈱（青森県平川市）

㈱大仙バイオマスエナジー
(秋田県大仙市)

㈱津軽バイオマスエナジー
㈱津軽エネベジ
（青森県平川市）

イコールゼロ㈱（長野県長野市）

㈱信州タケエイ
（長野県諏訪市、松本市、安曇野市）

㈱花巻バイオマスエナジー
花巻バイオチップ㈱
（岩手県花巻市）

㈱タケエイ東北支店（宮城県岩沼市）

㈱グリーンアローズ東北
（宮城県岩沼市）

㈱タケエイ相馬事業所（福島県相馬市）

東北交易㈱（福島県福島市）

㈱田村バイオマスエナジー
（福島県田村市） ｖ

㈱グリーンアローズ関西（大阪府堺市）

㈱グリーンアローズ中部（愛知県東海市）

㈱グリーンアローズホールディングス(港区)

㈱グリーンアローズホールディングス(港区)

●

●●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ｖ㈱タケエイグリーンリサイクル横須賀バイオマス発電所

（神奈川県横須賀市）

㈱池田商店（横浜市）

㈱タケエイ 東京リサイクルセンター

㈱タケエイ 塩浜リサイクルセンター

㈱タケエイ 川崎リサイクルセンター

㈱タケエイでんき (港区)

㈱V・Ｔエナジーマネジメント（港区）

㈱タケエイ林業 (港区)

循環資源㈱（港区）

ｖ㈱タケエイ 成田最終処分場

●
●

●

●
●

㈱グリーンアローズ関東
（神奈川県横須賀市）

ｖ㈱タケエイ 大木戸最終処分場

ｖタケエイエコパークゴルフ大木戸

●
●

● ●

ｖ㈱タケエイ 四街道リサイクルセンター

●
ｖタケエイソーラーパーク成田㈱ギプロ（埼玉県八潮市）

●

●

● ｖ市原グリーン電力㈱(千葉県市原市）

ｖ
ｖ

ｖ

…マテリアル（リサイクル）

…㈱タケエイ

…ランドフィル（最終処分）

…再生可能エネルギー事業

…環境コンサルティング事業

…環境エンジニアリング事業

ｖ㈱タケエイ 本社 (港区)

㈱アースアプレイザル（千代田区）

◼ タケエイグループの事業拠点
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リバーグループの事業展開

リバーグループ事業拠点

18
箇所

その他（タイ）：1拠点

解体台数：2万台
破砕台数：24万台
関東の廃車1/3を
リサイクル
全国トップクラス

処理台数：140万台
全排出量の10％
全国トップクラス

処理量：9,000ｔ/年
全国100市町村から集荷
全国トップクラス

事業会社3社 
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リサイクル資源循環コンソーシアム構想

最終処分

原料

ケミカルリサイクル

素材メーカー

マテリアルリサイクル

消費財メーカー

金属類

廃プラスチック
類

木質類

収集運搬

サーマルリサイクル

がれき・その他

高度選別技術の開発

環境負荷評価の策定

再生原料供給の安定化

静脈バリューチェンの設計、

提案、運営

サブスクリプション等の

ビジネスモデルに対応

素材メーカーとの協業

中間処理

再資源化

新たな技術開発カーボンニュートラル(CN)・サーキュラーエコノミー実現のためのリサイクル資源活用提案

顧客

消費財メーカーとの協業

⚫物流システムの最適化

⚫選別工程の自動化

⚫各種工程のロボット化

⚫情報の高度利用

⚫情報の可視化

電力供給

使用済
商品

⚫ リサイクル資源を活用した

低CO₂商品の提供

リサイクル
資源

自工程CN 2026達成目標

製品提供から廃棄・リサイクル資源化・商品化までの絵を描け、社会全体のCN達成するためビジネス設計を描ける

⚫安定的なモノの提供

販売
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プラスチック資源循環システム確立に向けた
現在の取組と今後の展望
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使用済み自動車リサイクル全体の流れ

新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
中
古
車
事
業
者
・
リ
ー
ス
会
社
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

引取業者
(29,300社)

解体業者
(4,500社)
実働3,000社

フロン類
回収業者

(9,600社)

プレス・せん断
処理業者
(930社)

シュレダー
処理業者
(110社)

認定
全部利用者

(25社)
電炉・転炉

非認定
全部利用者
ガラ輸出

ASR
再資源化施設

(60社)

部品回収 有価物回収

フロン回収

エアバッグ
回収

車載用電池
回収

338万台 303万台 339万台 326万台

12万台
18万台

3０7万台

301万台

557千トン

非認定
全部利用者
電炉・転炉

10万台

有価物・
危険物回収

（平成31年度 産業構造審議会 自動車WG 移動報告状況 抜粋）

解体業者は実働3,000社と中小規模事業者が多く、外国人労働者が多い現状
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自動車所有者から解体業者までの流通構造

解
体
業
者

輸
出

（平成31年度 三井住友銀行 国内自動車ディーラーを取り巻く業界動向 抜粋）

70万台

150万台

350万台

200万台140万台

60万台

８0万台

100万台

160万台

100万台

300万台 500万台

290万台

新車ディーラー

オートオークション

新車ユーザー リース会社500万台

中
古
車
ユ
ー
ザ
ー

260万台

中古車事業者

350万台

オートオークションが台頭し、仕入競争が激化＝解体業収益化難
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自動車解体業の収益構造

（平成25年度 経済産業省 自動車リサイクルに係る解体業者に対する経営実態等調査事業報告書 抜粋） （令和3年度 産業構造審議会 自動車リサイクルワーキンググループ報告書 抜粋）

1~50台未満 
60(23％）

51~100台未満 
33（13％）

101~500台未満 
97（37％）

501~1000台未満 
51（19％）

1001~5000台未満 
21（8％）

✓ 中古部品販売の売上 約60％
✓ 資源（スクラップ）約30％
✓ 73％が500台未満の小規模事業者

解体事業者の取扱台数 （262社の内訳）
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自動車解体業の課題認識

上記や新車販売台数の不振もあり、解体業において収益面での厳しさが続いている

①慢性的な人手不足 ②オートオークションの台頭 ③違法解体・不適正ヤードの増加

✓解体業者数約3,000社 ほぼ中小規模事業者 、人手不足が深刻・外国人労働者も多い

✓オートオークションの台頭で、仕入れ価格が高騰 収益構造が悪化

✓コンプライアンス無視の違法解体業者が存在し、悪貨が良貨を駆逐する状態
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自動車リサイクル全体の課題認識

①集める仕組みづくり ②解体工程の効率化・自動化

④リサイクル材を使いこなす ⑤リサイクル材の付加価値向上 ⑥リサイクルしやすい製品設計

③異物除去、選別技術向上

リサイクル資源は、数量が限られる上、全国に分散
自動車/部品/素材の各メーカーと、解体/破砕/選別の各リサイクラーが協調・連携し、
「オールジャパン」体制で対応していくことが絶対的に必要
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EU ELV指令の動向

EU ELV指令
再生プラ 25％

ELV由来プラ 6％

✓ 欧州市場で販売される自動車のリサイクルプラスチック使用率目標 2030年 25％が掲げられる見込み

✓ 内25％（全体6％）はELV由来のリサイクルプラスチック使用が義務

✓ ELV処理事業者はELVのプラスチックを30％リサイクルしなければならない

✓ ELV処理事業者で取り外さなければならない部品・素材が規定（例：EVバッテリー、10㎏を超える単一材料部品）

✓ 鉄・アルミなどの金属類もリサイクル材使用率目標設定を協議予定

使用率目標を達成できなければ、
流通・販売不可の可能性も
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・前処理・選別・リサイクル技術が未発達
└設備インフラ未整備

・バージン材より低品質
・懸念物質混入のリスク

・集めるコストが膨大
・前処理、選別制度に比例し
コスト増

・経済動向、発生源に関連し供給不安定

リサイクルにおけるQCD

QCDとはQuality（品質）、Cost（コスト）、Delivery（納期）の頭文字を並べたもの。 この3つは、製造業において、欠かすこと

のできない重要な要素。

リサイクルのボトルネックは量を集めることに膨大なコストがかかること

量が集められれば、前処理・選別・リサイクルに対する投資が可能
集めること・前処理に対して、インセンティブや補助金などが必要なフェーズ
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リバー 自動車リサイクルの概要

ASR
再資源化施設

新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
中
古
車
事
業
者
・
リ
ー
ス
会
社
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

解体事業（2事業所） 破砕事業（国内6事業所）

鉄 電炉・転炉・輸出

非鉄
アルミ合金メーカー
ステンレスメーカー
非鉄精錬メーカー

輸出

✓ 自動車リサイクル法には4つの許認可が存在（引取、フロン回収、解体、破砕）

✓ 日本では約300万台/年の廃自動車が発生し、国内約3,000社が解体しシュレッダー破砕されている

✓ リバーグループでは4つの許認可を取得し、川島と柏で2万台/年を直接解体 中古パーツの販売も手掛ける

✓ 6つの事業所で破砕を実施し、24万台/年と日本最大級の規模感（関東の廃自動車発生台数の1/3に相当）

✓ 解体とシュレッダー破砕の両方を手掛けるのは日本でも少数事業者のみ
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樹脂リサイクル 住友化学と業務提携
解体工程時に特定のパーツの樹脂を取り外し、破砕・1次選別をリバーが実施し、再選別・コンパウンド化を住友化学が行う

✓ リサイクラーのリバーと化学メーカー大手の住友化学が連携し、自動車の樹脂リサイクルに「量と質」の課題解決を模索

✓ 自動車OEM各社、Tier1との連携も検討

✓ 住友化学と自動車由来の樹脂リサイクルの標準化を行い、各地域の大手リサイクラーとの連動も視野に作り込みを進行中

重機や比重選別を使用した
効率的な手法の確立
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ASR/SR 再資源化施設 2025~27年 新設
関東5カ所のシュレッダー事業所からASRとSRを集め、再資源化を行うための大規模ソーティングセンター設立に向け準備中

✓ 壬生事業所では北関東4事業所（約4,000t/月）からSR/ASRを選別し、非鉄金属/硬質プラを回収、RPFを製造

✓ 市原ソーティングセンター（仮称）では、約6,000t/月のSR/ASRを選別を想定

✓ TRE複合事業では、容リプラ・製品プラを主体としたプラスチックソーティングセンターも同時に進行中

▼栃木県 壬生事業所 イメージ ▼千葉県市原市 TRE複合事業
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資源回収インセンティブ制度 2026年より開始予定

ASR処理費用をインセンティブとして付与し、樹脂とガラスのリサイクルの推進を加速

※経済産業省製造産業局 自動車課 環境省環境再生・資源循環局総務課リサイクル推進室 使用済自動車に係る資源回収インセンティブガイドライン（中間取りまとめ）抜粋
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リバー 自動車リサイクルの今後の取り組み 

ELV川島事業所
（埼玉県川島町）

柏営業所
（千葉県柏市）

川島事業所
（埼玉県川島町）

那須事業所
（栃木県大田原市）

電炉・転炉・輸出

アルミ合金メーカー
ステンレスメーカー
非鉄精錬メーカー

輸出

メ
ー
カ
ー
・
新
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
・
中
古
車
事
業
者
・
リ
ー
ス
会
社
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

解体業者

使用済自動車
廃車ガラ 

自動車プレス 鉄

ミックスメタル

ASR

非鉄スクラップ

加須事業所
（埼玉県加須市）

富士事業所
（静岡県富士市）

伊勢崎事業所
（群馬県伊勢崎市）

市原事業所
（千葉県市原市）

ASR
再資源化施設
壬生・市原

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築

住友化学 【実証実験】
自動車向けリサイクル樹脂

TREガラス【実証予定】

資源回収インセンティブ制度を活用し、樹脂・ガラスの高度リサイクルを模索。ASR再資源化施設を内製化し、資源化を推進

プラスチック

再選別・コンパウンド
マテリアル・ケミカルリサイクル

プラスチック

ガラス

大阪事業所
（大阪市此花区）

ガラス

ガラスメーカー
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リバーグループの考え・施策

✓ リサイクル資源は少量で全国に分散、オールジャパンでの対応が必要

✓ 安定した量を集める仕組みづくりを国、各サプライチェーン企業、関係者と構築したい

✓ 長年培った自動車リサイクルの解体・破砕・選別のインフラをフルに活用し、CEを実現

✓ 選別インフラが未整備のため、グループとして選別事業に大型の投資を実行していく

✓ 総合リサイクラーとして、鉄、銅、アルミ、樹脂、ガラスなど様々なリサイクルにチャレンジ

「地球を資源だらけの星にしよう。」をビジョンに、
様々な挑戦・協力関係を築いていきます
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